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発 刊 の あ い さ つ

昨 年 につ づ き 「矢 吹 町 の 名 木 調 査 」 が文 化 財 保 護審 議 会 委

員 の 各 位 に よ っ て 行 な わ れ ま した。

これ らの 名 木 は 長年 の 間 我 々の 部 落 や 町 を 見 守 って 幾 多 の

世 の 変 遷 を経 て 来 ま した 。 高 い梢 を 見 上 げ る と何 か を 語 り た

い よ う な又 長 年 の 風 雪 に 堪 えて 来 た 雄 々 しさを 感 じます 。

これ らの名 木 は一 朝一 夕 に して 出 来 た もの で は あ り ませ ん。

祖 先 が 我 々に の こ して くれ た無 言 の 教 訓 で す 。 大 切 に す る と

共 に 後 世 に伝 え る べ く努 力 す べ き だ と思 い ます 。 名 木 の 発 刊

を 喜 ぶ と共 に 多 くの人 々の 心 の憩 い に したい もので す 。

矢吹町教育委員会教育長 酒 井 正 敏
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「矢 吹町 の 名 木」 調 査 を 終 え て

当矢 吹 町 教 育委 員 会 事 業 計 画 の一 環 と して 当 文化 財 保 護

審 議 会 の 委 員 一行 に お いて 昭 和53年 度 よ り同54年 度 の 二 回

に わ た り現 地 名木 調 査 を行 い ま した。 今 回 は 前 回 の も の に

新 しい もの を 加 え て 改 訂版 と して 発 刊 い た しま した 。 この

よ うに 写 真 の 通 り大 木 ・珍 木 な どが 広範 囲 に数 多 く点 在 し

て お り ます 。 これ らの もの は一 朝 一 夕 に 成 長 をみ た もの で

な く自然 と先 人 の 創 造 性 の流 れ の 中に含 ま れ た長 い 年 月 に

わ た る結 晶 で 現 今 、 感 嘆 観賞 の う え酒杯 な どを交 わ し酩 酊

不 覚 の 域 を こゆ るな ど はま こ と に ご 同慶 に た え ない と こ ろ

で あ りま す 。 同時 に 世 代 の 自然 環 境 保 全 の 認 識を た か め 物

心 両 面の 累 積 した 貴 重 な 遺 産 と して また 新 た に植 林 増 進 、

学 術研 究 な どにつ と め 身 辺 か ら郷 土を 正 し く理解 さ れ る よ

うな こと な どが課 せ られ た 使命 の一 端 で は な い か と思 われ

ま す。

矢吹町文化財保護審議会 長々 円 谷 善 人
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中 畑 陣 屋 の 二 本 榧

（県指定天然記念物 昭和46年4月14日 ）

中畑 字 本 村 、岡崎憲 太 郎 氏 の庭 にあ る。 岡 崎氏宅 は、 天 保8年 （1837年 ） に当

地 方の 領 主 とな った旗 本 、 松平 軍次郎 の 陣屋 で 、 この 二 本 ガ ヤは 陣屋建 設 当時す

でにみ ご とな生 育を して い た ので残 した と記 録 されて い る。 南 北 に1mの 間 隔で

並立 す る二 本 の カヤで 、南 側 の カヤの根 囲 り5 ．2ｍ 、地 上60cmの 幹囲 り5 ．18m、

樹 高20m、 北 側 のカヤ の根 囲 り4．8m、 地 上60cmの 幹 囲 り4 ．03m、 樹高19m、 い

ずれ も、 地 上1m内 外で 数 本 の 大枝に分 枝 し、 ほぼ直上 して い る。樹令 は400年

以上 と推 定 され樹 勢 も旺盛 であ り、旧陣 屋 庭 園 内にあ る こ とか ら貴重で あ る。

（矢吹町 中畑228番 ）

―4―



五 本 松 の 松 並 木
（町指定史蹟 昭和52年7月26日 ）

五 本松 自然 環境 保 全地 域 と して 、 昭和49年2月12日 県指定 、 史蹟 五本 松の松 並

木 と して 昭和52年7月26日 町 指定 とな った。

寛 永12年 （1635年 ） 三代将 軍家 光 時代 に参 勤交 代 が制 度化 し、全 国街 道筋 に松

並 木 を植 え させ た。 大 名や旅 人の 往 来 はさか ん に な り、松並 木 は夏 は陽 を さけ、

冬 は 風を よけて 旅 人 の 便をは か り、 旅情 をな ぐさ め た。

この松並 木 は、 松 平定 信の 時代 に 領 内の街道 に松 苗2300本 を 植 え た のが始 ま

りで あ るとい われ て い る。現 在見 られ る もの は、 明治15年 （1885年 ）頃補 植 した

もの であ る。

総 計232本 の う ち北側 の116本 が 矢吹地 域 に属 して いる。太 い ものは 目通 り幹

囲 、2．47mも あ るが 、1．5m～1．8mの ものが 多 く、樹 高は20m、 樹令 は太 い も

の で120年 、 そ の 他 は90年 前後 と推 定 され る。 樹 勢 は良好 、歴 史 上 、又、 自然 環

境 の上 か ら も大 変貴 重 な松 並木 で あ る。 （矢吹町 赤沢456番 、同562番2）
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古 山 王 の 種 蒔 桜

エ ドヒガ ンは 日本 に 広 く分布 し、 樹 令数 百年 の大 木 とな ってい る ものが 多い。

一 名 ウバ ヒガ ン又 は ア ズマ ヒガ ン ともい う。 この花 の 咲 く頃を 目安 と して種子 を

蒔 い たの で、種 蒔桜 と名 付 け られ た。 花 は淡 紅色 、 目通 り幹 囲4．37m、 地 上2．2

mよ り数 本 に枝分 れ して い る。 樹 高10m、 枝張 り もよ く、又 樹勢 も旺盛 、推定 樹

令230年 、 本 町 の 桜 の 中 で は老 巨木で あ る。

（矢吹町川原63番 ）
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三 島 街 道 名 代 の 桜

苗代桜 といわれ 、 この 花 の咲 く頃苗 代 作 りを は じめた とい う。 エ ド ヒガ ンで、

目通 り幹 囲3．24m、 樹 高18mに 及 ぶ大 樹 、推 定樹 令170年 。

（矢吹町新町96番 ）
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幸 福 寺 の シ ダ レ 桜

寺 の正面 参道 に、大小8本 の シダ レ桜が あ り、柳 の枝 に桜 の 花 を咲かせ た 優 美

な姿を 呈す。 この 中で大 な る もの は、 目通 り幹 囲2．05m、 樹 高13m、 樹令105年 。

（矢吹町新 町230番 ）
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幸 福 寺 の シ ダ レ 桜

寺 の 裏側 にあ る シダ レ桜が この境 内で は最 も太 く、 目通 り幹 囲2．78m、 樹 高 は

15m、 推定樹 令140年 、樹 勢 も旺 盛 で ある。 シダ レ桜 は枝 垂桜 とか き、一 名 イ ト

ザ ク ラ （糸桜 ） と もい う。エ ドヒガ ンの変種 で枝 がたれたもの、 多 くの園芸 品種 が

あ る。

（矢吹町新町228番1）
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大 和 久 の 氏 神 桜

小 林 氏 宅の前 庭の 小 高 い ところ に植 樹 されたエ ドヒガ ンで、根元 が 裂 けてはい

るが 大 樹 で、 目通 り幹 囲4．10m、 推 定 樹 令220年 、 樹 勢 も比 較 的良 好 で あ る。

（矢吹町大和内61番 ）
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山 王 寺 の 臥 龍 の 松

中通 り地 方 は、 ア カマ ツ林 区 とい われ、 ア カ マ ツが殆 ん どで あ り クロマツ の植

栽 され た大樹 は 極 めて 少な い。 この寺 の正 面境 内の クロマ ツは樹 形 もよ く、樹 勢

も旺盛 、 目通 り幹 囲 とい うよ りは 斜上 して い るの で 根元 よ り2mの 幹囲が1．53m、

樹 令170年 の 老 松で あ る。

（矢吹町大和内89番 ）
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国 神 の 山 桜

原宿 と平鉢 の間に あ る国 神館 跡 に植樹 され た もの で、 ヤマ ザ ク ラが5本 あ る。

最 も大 きい ものは 目通 り幹 囲3．2m、 樹 高9m、 樹 冠の ひ ろが り14mあ り、 地上

2．5mよ り枝分 かれ して い る。 他 の4本 の 目通 り幹 囲 はそ れ ぞれ2．5m、1．9m、

1．8m、1．7mで あ る。 この ヤマ ザ ク ラの ほかに アカ マ ツが4本 あ り、最 も大 き

い もの の 目通 り幹囲 は1．98mあ る。 いず れ も樹 勢 は旺盛 で あ り、歴 史 的に も貴重

で あ る。

（矢吹町国神18番 ）
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長 峰 の 松

長 峰 の 田圃の 中 に立 つ アカマ ツ で 、 目通 り幹 囲2．3m、 樹 高9m、 地上1．5m

の と ころか ら大 枝 が二 方に のび 、枝 張 りは15m、 樹勢 は極 めて 旺盛 で 、樹 姿 も よ

く整 ってい る。 樹令 は120年 以 上 と推 定 され る。 この松 は遠 藤 寅七 氏 所有 の もの

で 、 そ の昔稲 場 の松 と して、 休 み場 、昼食 時の 憩 いの 松 と して 利 用 されて い た も

の とい われ る。

（矢吹町西長峰112番2）
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中 畑 澄 江 寺 の 大 杉

スギ並 木 、 大 スギ と して 天 然記念

物 に指定 され てい る もの は極 めて 多

いが、本 町 内 では最 大 の もの と思 わ

れ る。 目通 り幹 囲6．06m、 樹 高30m

を越 し、 推 定樹 令400年 、近 寄 ると

年 輪の重 さに 圧倒 され そ う にな る。

（矢吹町中畑93番1）
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大 畑 前 久 保 の不 動 桜

シダ レザ ク ラは、 母種 のエ ドヒガ

ンと同 じく長寿の桜 として各 地 に老 樹

が 見 られ るが 本 種 も又その 種類 で 、

目通 り幹囲3．00m、 樹 高15m、 推 定

樹 令150年 、樹 勢 も旺盛で あ る。

（矢吹町住吉147番 ）
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五 本 松 ・ 境 の 桜

五本 松 の 松並 木の 中 に あ り、踏瀬 と矢 吹町 との境 界 に植 栽 された エ ドヒガ ンの

老樹、 目通 り幹囲2．77mで あ るが、 余 り樹 勢 は旺盛 で は な い。推 定樹令150年 。

（矢吹町赤沢456番3）

―16―



神 田慈眼 寺の シダ レ桜

寺 の境 内 に老 樹 が2本 あ り、 両 樹 と もシダ レ桜 で 、 太い方 の 目通 り幹囲3．57m、

推 定 樹 令190年 、 他 方 は幹囲2．13m、 樹令120年 。

（矢吹町神田東308番 、同311番 ）
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神 田 の 種 あ げ 桜

矢 吹 石川線 県道 の 土 堤に植 栽 され て い るシダ レザ クラ、道 路側 か ら見 る とさ し

て 老 樹 に見 えない が 枝振 りは良 好 、 地 上1mの 幹囲 が3．41m、2本 に 枝分 れ して

お り、 樹 高14m、 推 定 樹令180年 。

（矢吹町神田東314番3）
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谷 中 八 槻 さ まの 大 榎

エ ノキ はニ レ科 の 仲 間で国 の天 然 記 念物 に指定 され て いるの は長 野 県丸 子町 の

シ ダ レエ ノキが見 られ るが、 この 目通 り幹 囲が約1．58m、 細 いが シダ レザ ク ラの

よ うな 奇観 を呈す る こ とで指定 され た 。本 町内の エ ノキ は、神社 の 神 木 と して 植

栽 さ れ た もの と思 わ れ る。2本 が太 くな り連 結 した 様 相を呈 す るが 、1本 は幹 囲

4．45m、 他 は3．89m、 推 定樹令110年 。 樹勢 は極 め て旺 盛で あ る。

（矢吹町谷中268番 ）
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三 城 目 行 屋 の シ ダ レ 桜

行 屋 の シダ レザ ク ラは、澄江寺 境 内 にあ り、 目通 り幹 囲2．60m、 樹 令130年 。

この ほ か学校 山の シダ レザ クラは、 地 上1mの 幹 囲が3 ．20m、 推定 樹 令170年 。

地 上1mよ り2枝 に分 枝 してい る。 両 サ クラ共 樹勢 は旺盛 で あ る。

（矢吹町三城目237番 ）
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三 城 目 熊 野 様 の 種 あ げ 桜

この種あげ桜はシダレザクラで三城 目向山 （天開）地内熊野神社境内にあり、

目通り幹囲が2．90m、 樹令150年 。地上1．5mよ り2枝 に分枝している。樹勢は

旺盛である。境内には江戸時代建立の庚申塔、明治8年 建立の熊野神社の石祠な

どがある。

（矢吹町天開427番 ）
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南 沢 の 桜

三 城 目南 沢 公 民 館 脇 に あ る 、 しだ れ桜 で 、 目通 り幹 囲3 ．3m、 地上2．2m

よ り三枝 に分 岐 、 樹 高 は14m、 枝 張 りは13m、 樹 勢 よ く、樹令 は170年 以上 と推

定 され る。

（矢吹町沢尻35番1）
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中 丸 ・ 明 神 の 松

三 本 の アカマ ツの うち、 二本 は直

立 し、他 の一 本は 、横 に伸 び特殊 な

樹 形 を保 ってい る。 目通 り幹囲 は、

直 立 す る もの は そ れ ぞ れ2．38m、

1．45m、 横 がす る もの は、2．13mあ

り、 いず れ も樹勢 は 旺盛 で あ る。

昭 和54年10月 、上 の 松 は台 風の影

響で か 、枯 死 したた め 伐 採 された。

（矢吹町本城館54番 、同110番 ）
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須 乗 の 松

須 乗 の三又路 の ほぼ 中央 にあ るア カ マツの大 樹 で 、樹 形 も比較 的 よ く、 また樹

勢 も旺盛 であ る。 目通 り幹囲3．05m、 樹 高15m、 樹 冠 の ひ ろが りは14mあ り、

推 定樹 令 は130年 で あ る。

（矢吹町諏訪の前6番 ）
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堤 ・ 氏 神 の 桜

氏 神 様 の 桜 と して 、 吉田氏 宅 脇 に そ び え る エ ドヒガ ンの 大 樹で 、 目通 り幹

囲2．7m、 樹高12m、 樹冠の ひ ろが り11m、 樹令 は140年 程 度 と推 定 され る。 木

の 根 元 に供養塔 三 基 が 建て られて あ る。

（矢吹町堤72番 ）
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明 新 の 松

明新 の 阿 武 隈川添い の斜 面 に立つ ア カマ ツで、大 して 太 くはない が、 目通 り幹

囲2．55m、 地 上5mよ り2枝 に分岐 、樹 高 は14m、 樹 冠 の 一 部は川面 に 向 って し

だれ るよ うに伸 び、樹 形 もよ く、 また、 樹 勢 も良好で あ る。

（矢吹町明新414番3）
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矢吹町の名木についての解説

矢吹町の年平均気温は、12℃ 前後ですか ら気 候としては、温帯 と暖帯の境界 附近にあたる地域と

考え られ ます。海抜200～300メ ー トル程度 の平坦地の為、変化 には乏 しいが 、暖帯性の植物があ

った り、北限 と見られる植物 もあり、比較的興 味深い地域でもあ ります。

文化財 保 護審 議会 では 、 名木 調査を し よ うということにな り、53年54年 にわ たり、そのい く

つかを調査 したが、当地域 には、数多 くの貴重 なものがあるこ とにびっくりしま した。これ らの も

のは昔の 人々の生活、農作業、或は信仰と深 く結びついて大切 に保存 されて きたものと思われ ます。

これ らは将 に一朝一夕になるものではなく、百 年、数百年 と長い年月をへて現在 にいた ったものであ

り、すば ら しいこの文化遺産は、私共がこれを保護 し、後世 に受 け渡す責任を強 く感 じるものです。

この調査報告 にのせたものはその一部です。今後更に調査を進 めていきたい と考 えております。

大樹の 中で最も多かったのがサクラで した。サ クラは 日本で はどこでもよ く育つ し、最 も親 しみ

易いもの だ ったように思われ ます。サクラの中で寿命の長い ものは、エ ドヒガン又 は、その変種の

シダ レザ クラのようです。

矢吹町 のある中通 り地方は アカマツ林区といわれているよ うに、アカマツがよ く土地に合い、ア

カマツ植栽林 の多い地域です。個々のものと しての老大樹 はそ う数多くはあ りませんが、何とい っ

て もみ ごとなのは、五本松の松並木です。県内の どこの松並木 よ りも立派ではないかと思われます。

近頃、マツケムシの被害がでているようですが 、何とかこの危 機よ り早 く脱 出させ たいものです。

中畑陳屋 の二本カヤは県指定の天然記念物 の威容を保 って 見ごとであるし、澄江 寺の大杉は町一

番の大樹 とみうけられ近寄 ると年輪の重み と偉大 さに圧倒 され そ うになります。

町のほぼ中央、町役場の東方1キ ロメー トル にある面積約3．7ヘ クタールの諏 訪山保健保安林 は、

県有地で もあり、伐採 されなか った為この附近の森林植生を そのま 保ゝってい る大変珍らしいとこ

ろです。 この森林は、コナラ林群落とシデ林群落の二つの群落 よ りなってお り直径90セ ンチメー ト

ル、樹高20メ ー トル程度の コナラ、イヌシデ、 アサダ、ケヤキ、 コブシ等が うっ蒼 と生え繁 ってい

ます。矢吹が原の開拓が進 まなければ、 この よ うな森林群落が到 るところに存在 していただろ うと

推定されます。あげればき りがありません。私達の住む町は歴史 と自然にめ ぐまれた大変すば らし

い ところだ と思います。自然 を守 ることは私達 の生活を守る ことにつなが ります。子孫の為 にも保

護 しなければな らないと思 います。

矢吹町文化財保護審議会委員 佐 藤 隆
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諏 訪 山保 健保安 林 （矢吹町諏訪の前116番 ）

名 木 調 査 の調 査 員

矢吹町文化財保護審議委員 鈴 木 栄 （昭和53年 度まで）

藤 井 隆 繁 （ 〃 ）

水 戸 豊 子 （ 〃 ）

円 谷 善 人 （昭和53年 度及び昭和54年 度）

広 瀬 昌 弘 （ 〃 ）

佐 藤 隆 （ 〃 ）

菊 地 啓 二 （ 〃 ）

井 上 正 博 （ 〃 ）

佐 久間 春 雄 （ 〃 ）

須 藤 タ キ （昭和54年4月1日 から）

遠 藤 重 衛 （ 〃 ）

佐久間 季 盛 （ 〃 ）

岡 崎 長 成 （ 〃 ）

矢 吹の名木 ・解説 佐 藤 隆

矢 吹町教育委員会社会教育係 星 圭之助 （文化財担 当）
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矢吹町の名木 調査について

◎ 調 査 地 域 矢 吹 町 内

◎ 種 別 植 物 ・ 樹 林

◎ 調 査 主 体 矢吹 町 教育 委員 会

◎ 調 査 員 矢 吹 町文 化財保 護 審議 会 委員

矢 吹 町教 育委員 会 職 員

◎ 調 査 期 間 昭 和53年6月3日

昭 和54年8月22日

◎ 調 査 経 過

昭和52年 度 文 化 財保 護審 議会 において、町 内の名木調査の必要性 について、意見が 出されてい

たが、昭和53年6月3日 実地踏査 を行 った。

文 化財保 護 審議 会 会長 円谷 善 人氏、同副 会 長佐 藤隆 氏ら委 員 各位が朝9時 か らタ方6時 ま

で矢吹地区、中畑地区、三神地 区の道順で行 われ 、この間にあ って道みち町民各位 のご協力とご指

導を得た。

今回調査 した樹林の概要については本文のとお りですが、この外、たとえば、寺 内地 内の 「つつ

じ」 「糸 ひば」、大畑地内の 「ぐみの木」 「しだれ桜」、三城目地 内の 「澄 江寺の 桜」 「景政寺の桜」

「御霊神社の大杉」、神田地 内の 「地蔵堂の しだれ桜」などがあ り、調査 実測 を行 った が紙 面 の

都合で割合せ ざるを得なか った。

前年度に引きつづ き昭和54年8月22日 の実地踏査では、中畑地 区の長峰、松倉、三神地区の堤、

明新と須乗地 内を主に行 った。内容は本文の とお りですが、この外 、 「松倉宝蔵院のキ ャラ」 「中

野目 ・天王様 の杉」 「中野 目の樫」などがあ ったが紙 面の都合で割 合せ ざるを得なか った。

また、矢吹町 には 「大池公園の樹木」 「諏訪山の樹木群」 「中畑観音 山館の樹木 群」な どが あ り、

それぞれ保護保 全がはかられてい るようであ る。

今回の調査報 告書 は、200部 限 定 出版 とな ったが、ご活用いただいて、町内の 「樹木の見直し」

文化財愛護、自然環境の保全を広 く町民のご協力 により推進 してゆ くとともに、 「樹木」にまつわ

る歴史や風土、民俗などとい うものを考えてみ たいものである。

―29―



この 「報告書」を まとめるにあた っては、 とくに文化財 保護審議委員、佐藤隆先生にご執筆 いた

だ きま した。

教 育委員会社会教 育係 星 圭 之 助

矢 吹町文 化財 調査 報 告書 第3集

矢 吹 町 の 名 木
編 集 昭和54年11月10日

印刷発行 昭和54年11月10日

発 行 者 矢吹 町 教 育委員会 教 育 長 酒 井 正 敏

発 行 所 矢吹 町 教 育委員会
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矢 吹町 の名木所 在地 図
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